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　キ リス ト教あるい は教派神道 に 所属するこ と は ， 公式

的 に は，仏教 や神社神道 の 儀式 の 執行 と相容れ な い 。 し

か し実際に は ， 非常 に 有名な神社 に は ， 信者ばか りで な

く， キ リス ト教徒も出かけるe 種 々 の教派神道は，そ の

葬式や 追悼 の 儀式 お よ び 墓 地を も っ て い るが，そ れと同

時に ， 新たに改宗した教徒の 家庭 に仏壇があるの を見か
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　
けた こ とがあ る 。 すなわち，新 しい 信仰をとりなが ら，

改宗者はただちに ， 祖先崇拝の伝統的形式 と縁を切 り，

改宗者 に と っ て新 しい 祭壇 に 祖先の 位碑を移すとは限 ら

な い の で ある。 北海道 や東京の近郊で 認められるよ うに，

キ リス ト教やその他の 宗教 の影響が，こ こ で は仏教の 凋

落の お か げ で 増大 して い る。 諸方の 農村か らそ こ に 移 っ

て きた 入々 は ， もはや自分 の 属 して い た宗教と連絡を た

もつ こ とが で きず ， 新 し い 居住地 で は自分の
一普通，小

さな
一宗派の寺を見出 しえない 点 に，問題があるの で あ

る 。

　残念 な が ら，2 カ月 の 期間 で は，お もな地方だ に けせ

よ，完全に 廻 る こ とは で き な か っ た 。 九州，四国，本州

西部は調査 しない ままで あり，本州北部で は仙台地方だ

けを瞥見 した に す ぎ ない。そ れ に もかか わ らず，私は将

来の研究の た めに多 くの 材料を集め る こ とが で きた 。 ま

っ た くこ れ は，多 くの 日 本 の 同学諸士の好意的協力 と援

助，およ び私 に 種 々 教え て くれ た 日本の 勤労大衆があら

わ した ， 私 の 仕事に対す る理 解 と協力に 負うの で ある 。

The 　5th　Meeting　of

the　Permanent　 International

Altaistic　Conference（PIAC）

に 出席 して

服 　部　四　郎

　本年 6月 4 日〜 9 日 に，米 国 イ ン デ ィ アーナ大学 で 開

かれた 。

　PIAC の 由来 は次の よ うで ある 。
1957 年に ミ ュ ン ヘ

ン で開かれ た 第 24 回 International 　 Congress　 of

Orientalistsの Altaic 　Section は，9 月 4 日 に次の

決議を した 。 す な わち，ア ル タ イ学 に関す る 国際会合 は，

3 年に 1回開か れ る国際東洋学者会議の ア ル タ イ部会だ

け で は不十分だとの 意見が
’
一致した の で ，

PIAC と し

て毎年開 くこ と とし，ドイツ の Bonn 大学の Walther

Heissi9 教授を 1957 年か ら 1960 年まで の 3年間の

Generalsekretttrに選 ん で， そ の 組織 を 委任した 。

1961 年 の Genera 】sekret 翫 に は，英国 Cambridge

大学の Denis　 Sinor ．教授 が 選 ばれ た 。

　こ の よ うに して ，
International 　Cengress

’
　of 　Orien −

talists と は独立 に，　P 「AC の会合は ， 次の よ う｝ζ毎年

1 回ず つ 開か れて きた 6　　　　　　　　
F

　第 1 回　Mainz ， 1958年 6 月 25 日〜26 日

　第 2回　Mainz ，
1959 年 6 月 23 日〜26 日

　第 3 回 Burg 　Liebenstein／Rein ，1960年 6 月 26 日

　　　　　〜 7月 1 日

　第4 回　英国 Cambridge ，1961 年 6月12 日〜16 日

　第5 回　米国 Bloomington ，
1962 年 6月 4 日〜9 日，

　参加者も，第 1 回は13名だ っ た の が，第 2 回 か らは 20

名前後となり，今回 （第 5 回）は 30名を超え た 。

　今回 の 参加者名を 国別 に して 示す と，次の ようで あ

　 る 。

　 Australia ： Stephen 　 A ．　Wurm （Camberra ）

　 Denmark ： Karl　Thomsen （Cope ロ hagen ）

　England ：　Charles 　Bawden （London ），　Sir　Ge・

　　　　　 rard 　Clauson （Londen ）

　 Finland ： Pennti　 Aalto （Helsinki ）

　 Ger 皿 any ： Walter 　Fuchs （Cologne ），　Annemarle

　　　　　v ．Gabain　（Hamburg ），
　 Ulla 　 Johans6n

　　　　　（Hamburg ），　Klaus 　Sagaster （Bonn ）

　 Hungary ：　Karoly　Czeg 艮edy （Budapest ），　Odon

　　　　　Schutz （Budapest ）

　 Italy ： Alessio 　Bombaci （Naples ）

　 Japan ： Shirδ Hattori （Tokyo ），　 Sitirδ Mura −

　　　　　yama （Tokyo ），
　Nobuo 　Yamada （Osaka ，

　　　　　 now 　 at 　 Harvard）

　 Netherlands ：　Karl　Jahn （Utrecht）

　 Poland ： Ananiasz 　Zajaczkowski （Warsaw ）

　 Turkey ： Re 謦
id　Rahmeti 　Arat （lstanbul ），

　　　　　 Akdes 　Nimet 　Kurat （Ankara ）

　 ソ連邦からは ， モ ス コ ー大学 の v ・M ．Nasi ！ov 教R

が参加の 予 定 だ っ た が ，都合 の た め来会で きなか っ た。

米国側からは ， 次 の人 々 が参加 した （括弧内は 大学名）。

　 Schuy 且er 　van 　R ．　Camman （Pennsylvania ）・
Cor−

　 nelius 　 J．　 Crewley （St．　 Louis ），　 M ．　 Dresden

　 （Pennsyrvania），　Wolfram 　Eberhard （California ），

　 」・n ・・ E ・km ・nn （C ・1if・ rni ・），　 G6 ・d　 F ・aenk ・1

　 （1。di・ nh ），　J・hn・R．・K ・ u ・ger （lndi・・ a ）・D ・r・thy

　 Libby （Indiana ），　K 　 H ．　 Menges （Columbia ），

　 Nicholas　 N．　 Poppe （WashingtOn ），　 Omeljan

　 Pritsak （Washington ），　 Alo 　 Raun （lndiana），
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　 Denis　 Sin ・ r （lndiana ），　Andreas 　Tietze （Chli・

　 fornia ），　Wemer 　Winter （Texas ）

　 大半が外国 系 の学者 で あ る こ とが注意される 。 そ の 他

オ ブザーゾ ーと して ， イ ン デ ィ ア ーナ 大学関係 の 人 々 が

出席，そ の 中に 朝鮮の李相讃氏 ， 博士 コ ース 在学 中 の

Nicholas　Poppe 　Jr．の 顔 も見 え た 。 李氏 に は 図書館を

案内して頂 い たり色 々 親切 に して頂 い た e

　 筆者は，PIAC の Secretary−General で ある Denis

Sinor 教授 （ハ ン ガ リー人 で ， 英国 の Cambridge 大

学の 教授だ っ たが，昨年か ら米国 の Indiana 大学教授

に な られた由）か ら ， 本年 2 月28 日付の 手紙 で，往復 の

旅費と滞在費を出すか ら参加 しな い か，との招待状を受

けた 。 実は 過去 3 回 に 亘 っ て 招待を 受けた の だ けれど

も，旅費 の 工面をす る のがお っ くうで 参加 しなか っ た 。

ア ル タ イ諸言語 （チ ュ ル ク語，蒙古語，ト ゥ ン グース 語）

の 親族関係もたびたび論議せられ て い た よ うで あり，な

か な か 興味深い 会合だ とは 思 っ て い たけれ ども。 同封 の

circular に よると， 今回 の会合で の議題 は次の 4 つ で あ

るこ とが，前回 の Cambridge 会合で 決め られ た とい

う。

　 Cl｝　The 　dwellings （houses ，　tents ，　etc ．） of　the

　　　 Altaic　 peeples ．

　 ‘2｝　Forms 　of 　cultural 　and 　musical 　expression ．

　 ｛3〕 The 　diffusion　of 　writing 　 in　the 　Altaic

　 　 　 world ．

　   　Dress 　 and 　 ornament 　 in　the 　 Altaic 　 world ．

　 こ れらの 題目に 関する論文を発表するとい うの で は な

く，discussignに 参加 して 何 らか の 資料を contribute

すれ ば よ い との こ とだ っ た 。 ｛3，以外の 議題 に つ い て は ，

特 に 深 い 興味を持 っ て い た わ けで は な い が ，既知 ・未知

の 人 々 と交わり，ア ル タ イ学 の 動向を見聞す る こ とは，

有益な こ とと考え た の で ，3月10日付で 招待を受諾する

旨返事を 出す とともに ，linguisticとい う言葉が どこ

に も見え な い の は どうい うわけか ，
discussion に対し

て は どうい う準備 を した らよ い の か ，な ど と尋 ね て や っ

た 。

　 それ に対 し，
3 月 22 日づ け で 来 た 返事 に は，PIAC

の meetings は非常に informa1 な もの で ，　 congress

と い うよ りも，共通 の 興味あ る 事柄 を discuss する

good 　friends　and 　 colleagues の 集 りとい っ たような

もの で ， 各自が 最近や っ て い る こ とに 関する詳 しい 報告

をす る習慣 に な っ て い る，とあ る と同時 に ，次の よ うな

ζ と が書い て あ っ た。ア ル タ イ学者 の 大部分 は 不幸 に し

て 日本語が 読めない の で ， 日 本 に おけるこ の 方面 の 研究

一
言語学ば か りで な く歴史学，ethnography を含む

一 に 関す る詳 しい報告もして 下さ るならば ， 非常に 有

難 い の だが 。 今回は，議事録 を 出版 し得 る見込 み な の

で ，そ うい う報告を して 頂けるなら，そ れをす ぐ印刷 に

附し得る形 で 用意 して い た だ くこ とが 望ま しい 。

　 私 は，3 月で 大 き な 事務か ら解放 され た と は い え ，い

ろ い ろの 雑務が山積 して い た の で ，こ の報告は まじめに

や る となるとかなり重荷 だ っ た。しか し，出席す る以上

こ の 報告を しな い わけ に は行か な い と考えた 。

　 こ の よ う な概 観 的 な 報告書を書くに は，い ろ い ろなや

り方があ るが ， 研究者諸氏 に ア ソ ケートを 出 して，そ の

上で 関係 の 著書 ・論文を直接 読 む の が 正 道だと考えた 。

まずア ン ケートの送り先の調査 に護雅夫氏 の 助力をお願

い し，
150 名ほ どの 方々 に発 送 した の がや っ と 4 月の 15

日 ， 結局は 120 名近 くの方々 か らご返事やご論文を頂 い

たが，報告の作成 に とりか か っ た の は，5 月の 連休を過

ぎて からとい うこ とに な っ た 。

　 また 日本の ア ル タ イ学
一

昨年の S．E．　Martin 助教

授 の 話で は朝鮮学を含む との こ とだ っ た の で
一 ・

関係 の

研究 は，西洋人 が 想像す る よ り邉 か に 多量 な の で ，
1 ケ

月位 の うちに 片手間仕事に概観的な報告が書けるもの で

は な い。そ こ で 言語学以外の 研究 に つ い て は ， 護雅夫氏

に 報告を作成 して い た だ き ， 大束百合子氏 に 英訳 して い

ただ い た 。
一方，自分 は言語に 関す る著書や論文を読み

なが ら 英文で レ i7 ユ メ の カー
ドを作 っ て 用意 して 行っ

た 。 日 本か らは，ほ か に 村山七郎氏が招待を受け た。同

氏 に は，旅費の 一部を自弁す る よ うに 言 っ て 来 た とか

で，返事を保留 して おられたと こ ろ，出発す ぺ き日 の 10

日ほ ど前に な っ て ，突然我 々 2 人 に 切符を送 っ て 来 た の

だ っ た 。

　 6 月 3 日の 夜，12時前 に羽 田発，飛 行時間 17時間半，

途中日付変更 で 1 日得をす る の で ，
4 日 （月曜 日） の お

昼 前 に Bloomington 　1
’
こつ い た 。 参加者一同 Sinor 教

授 の 家 に 勢揃 い して昼食をとり， 同 日 7時の dinner か

ら正 式 に 会合が始 ま り， 5 日 （火）．か ら 8 日 （金 ） ま で

4 日間 ， 午前 3 時間 ， 午後 2 時間 の session があり，

9 日の breakfast で会を閉じた が ， 私 は 飛行機 の 都合

で 9 日朝 の 7 時過 ぎに BIoo 皿 ington を立 っ た 。 そ の

ほ か毎晩 8時か らレ セ プ シ ョ ン があり，中々 の 「強行軍J

だ っ た 。 ζ とに ， 羽毋を立っ て か ら 20 数時間 の うちに
’

昼 と夜 とが 転倒す る の で，数 日は 何とな く気分が 変 だ

っ た 。

　Session で は 2 つ の こ とが行 わ れ た。1 つ は 慣 例 に

よる
’‘
confession

”

で ， 参加者 の 一人 々 々が
“
victim

”
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．に な り，自分 （および 自国の 研究者）が こ の 1 年間に研

究 した こ と， 現 に研究 しつ つ あるこ と ， 研究計画，など

を詳 し く話す と，皆 か らい ろ い ろ の 質問 ・註文が出 ， ま

た批評があ り， 情報が追加 され た 。 こ の よ うに して ，居

　な がらに して 世界中の タル タ イ学 の 動向が わか る と い っ

　て もよ い 有様だ っ た 。 そ れだ からこ そ ，蒙古およ び ソ連
　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
邦 の 学者が参加しな か っ た こ とが

一
層惜 しまれ た 。 とに

　か く，そ の 雰囲気たるや 実 に気持 ち の よ い もの で ，質問 に

　して も批評 に して もすぺ て 建設的 で あ り encouraging

　で あ っ て ， 共に真理 を探求す る colleagues の 集 りと

　い う感を深 くした 。 卒直に言 っ て，前世紀や今世紀前半

　の ア ル タ イ学 は，印欧諸言語 の 比較研究や文献学的研究

　と較べ る と，精密 さ に お い て か な り欠け る所があ っ たと

　思 うが，その 水準 は漸 く高め られ つ つ あると言え よ う。

　こ の点で は ， わが国 の研究 の 一部は ， 決 して低い 水準に

　あ っ た とは 言えない 。 比較研究 に して も，Ramstedt −

　Vladimircov− Poppe の 線は極め て 多 くの 貢献を した

　が，さらに違 っ た approach の 必要を痛感 して い た と

　こ ろ ，
Pritsak や Sinor の 根本的研究が進 め られ つ つ

　あ る こ とを知 っ て非常に 心強 く思 うと同時 に ， い ろい ろ

　の 研究計画を立 て なが ら，そ れを実現 す る こ との 未だ 非

　常に 少な い 自分 自身を顧み て ，自ら鞭打つ 必要を 感じ

　た 。 こ れ ら の 人 々 の や っ て い る こ とは，金 もうけ とか，

　その 他 の 実利とはお よ そ関係の ない ζ とで ， そ の献身ぶ

　りは，常人 か らは 気 狂 い ざた と 見られ な い とも限らな

　い 。 しか し， そ の雰囲気の 中に ある と ， 戦時中戦後 の生

　活の 脅威 の惰性で ，やや もす ると生活の こ とを重視する

　傾向を 生 じた我 々 は ， も っ とひ た む きな 研究意欲を回復

　 して もよい の で は な い か，とい う気が して きた 。

　　Session で行われた もう 1 つ の こ とは contribution

　で ，上記 の topics に 関す る discussion に話題を提供

　する の が そ の主 旨で あ っ たけれ ども， 研究発表な い しは

　講演 の 形式に
．
近い もの とな っ た の は否めない と思 う。 そ

　れ で もや はり， 打ちとけた discussion が活澱 に 行われ

　た。また そ の topiCS に して も， ほ とん ど実用 と は縁 の

　遠 い もの ばか りで ， 学問的雰囲気を満喫す る こ とが で き

　た 。
一例を挙げれば ，

ハ ン ブル グ博物館のUlla　Johansen

　女史は，ア ル タ イ諸民族の揺りか ご と炉 に つ い て ス ラ イ

　 ドを 使 っ て 話 し， 前者を 4 つ の タ イ プに 分類 し，つ り下

　げるタ イプは柱 ・テ ン ト式の家に ，床 の 上 に置くタ イプ

　は蒙古式 の 包に 見られ るが，包 の細 い 組木は つ り下げ

　式の 揺 りか ご の ために は 十分丈夫で は な く，蒙古語 の

　611igtii《揺 りか ご》 は δ1glikli《掛け る》と同じ語根を

　含む語だろうから， 蒙古人 も元 は 柱 ・テ ン ト式 の 家 に 住

み，つ り下げ式 の揺 りか ご を使 っ て い た の だ ろう。 また

蒙古人は一種 の ゴ トクを使 う の に ，柱 ・テ ソ ト式の 家で

はつ り鍋が使わ れ る 。 その 他 の 分布状態や 民俗学的 ・言

語 学的資料 か ら見て も，ア ル タ イ諸族 の 大部分は ．以前

は森林地帯 で 柱 ・テ ン ト式 の 家 に住ん で い た もの と推定

され る，との こ とだ っ た 。 johansen女史が チ ュ ル ク語

の begik《揺 りか ご》の 語原を問題 に して お られ た ときジ

N．Poppe 教授はヤ クート語 の bilitt《揺 る》 と同 じ語

根
＊ bel・《揺 る》 に 由来する もの と説 か れた 。同 じ水曜

日 （6 日）の午前は，ス ラ イ ドを使 っ て の講演が 2 つ あ

り，ハ y ブ ル グ大学 の Annemarie 　v ・Gabain 教授は

古代 ウ イ グル 人 の 住居 と衣服 に つ い て ，ケ ル ン 大学 の

Walter 　 Fuchs 教授 は 18世紀 の チ ュ ル ク 人，蒙古人の

衣服 に つ い て 話 された 。 そ の ほか contribution と し

て は，ポーラ ソ ドの Zajaczkowski 博士，イス タ ン ブ

ー
ル 大学の Arat 教授 の 方角に 関す る言葉 の 考察が あ

り，ヘ ル シ ン キ 大学の Aalto 教授 の 蒙古 の民謡 の 話，

ボ ン 大学の Sagaster 氏 の 蒙古 語 ・ チ ペ
ッ ト語 の 経典

に 関する話があ っ た 。 Sagaster 氏は Heissig 教授 の

弟子だ け あ っ て ，そ の 緻密 な 文献学的研究に は 感服 し

た 。 村山七郎教授 は ，ク ツ （靴 ）， ビ ワ （琵 琶 ）， フ エ

（笛），
コ ト （琴） と い う 日 本語 を蒙古語 ・満洲語 の 単 語

と較 べ なが ら， こ れらの諸言語 の 祖語 に すで に 乙 れ らの

単譖 （の 祖形）があ っ た と説かれ た 。 中々 興味深 くは あ

るが ，こ うい う説を prove ない し disprove す る に は

まだ 多くの 研究を積み 重 ね な けれ ばならな い と思 う。村

山氏 は，日 本語あ kutu は，音韻法則的 に は 朝鮮語 で

kot とい う形で 現われるべ きで あ る （日本語 ナ タ ， シ

マ ， ク マ などに 対し朝鮮語 nat ，　syem ，　kom など）に

も拘 らず，朝鮮語 で は kutu 〜 kudu （靴）で あ る点 ； 中

期朝鮮語 の 文献 で は 「靴 」に 対 して sin と い う語 の み見

え て kutu が 見 え な い 点 な ど よ りして ，朝鮮譖の kutu

は 日本語からの 借用語 で あ．る と言われ た 。 しか しこ れは

危 い と思 う。 何となれ ば，朝鮮語 に お い て ， 村山氏 の 説

かれるような 第 2 音節 の 母音 の 消失が お こ っ た として

も， こ の語 （すなわち 「 ク ヅ 」 に 当た る語） の第 2 音節

の母音が 長か っ た とか，或 は第 2 音節が閉音節 で あ っ た

（現 に ， 村山氏が 指摘 さ れた ご と く蒙古語 で は gutul

《靴》 で あ る）た め に ， 朝鮮語 に お い て第2 音節 の 母音

が 保た れた の か も知 れ ず ； 或 は また 村山氏 の 想定 され る

第 2 音節母音の 消失がお こ っ た後 に ， 朝鮮語 に kutu と

い う語 が 日本語以外の 外国譖か ら借用された の かも知 れ

ず ； また，中期朝鮮語 の 文献に見え な い と し て も，kutu

とい う語が 当時の 朝鮮語 に 存在 しな か っ た とは 断定 で き
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ず （たとえば 或別種 の履物を 表わす語 として ）； こ の 語

が 16 世紀以後に 日本語か ら朝鮮語 に借 用 さ れ た とすれ

ば ，
kutu で はな くむ しろ・kucu と い う形を示すぺ きで

あろうし （有坂 秀世 r国 語 音韻 史 の 研究，増補新版』

P・563 以下）； 総督府の r朝鮮語 辞典 』 に は kutu 《西

洋製 の 靴》 とあ るけ れ ど も，そ れ は 新 しい 物に 古い 譖を

適用 させ た のか も知れな い （日 本語 の 「ク ツ 」 とい う語

もそ うで ある）か ら，まだまだ大 い に 研究を要す る 。 小

倉進平 「朝鮮語方言の 研究，上巻』 p・138 に よ る と，

ku ・du とい う形は ， 全羅南北 ， 慶尚南北 ， 忠清南北，京

畿，江原，黄海の諸 道 す な わ ち南部中部地方 に 広 く分布 し

て い る の に対し， ku・d3u とい う形は黄海道の一小部分

と咸鏡南北道 ， すなわち東北部に分布して い るに 過 ぎな

い 。 こ の 分布状態か ら見て も，日本で 西洋靴 を ［kutsu 】

と呼ぷ よ うに な っ て から こ の 日本語が （中南部）朝鮮 語

に入 っ だ の で はない こ とは確か で ある 。 ζ の 講演に 対す

る参会者 の 反 応 は 微妙 で ， 私を含むす べ て の 者が黙 して

い る中 で ，座長が 私 の 発言を求め た の で ， 私は ， 少な く

とも朝鮮語 の kutu に 関す る限 り， 村山氏 の説が 唯
一

の 可能性 で はな い 旨を説 い て お い た。

　
“Confession”に 意外の 時間を要した上に，　 contri ・

bution が 中々多か っ だ の で ，　 discussion に 附する時

間 の ない もの が 出て きた 。

　
’The 　diffusion　of 　 writing 　in　the　 Altaic 　world

’

　　　 by 　Gerard 　Clauson

　
‘Zwei 　tlirkisch −mongolische 　 Korrespondenz −

　　　 reihen
，
　by　K ．　Thomsen

　
‘The 　Mongel “

　Conversation ・song ” ，

などが そ れ で ， Budapest の A ．　Rona ・Tas 氏 は ， 蒙

古人の包に 関す る詳しい研究 （記述的研究 の 部と比較 ・

歴史的研究 の 部との 2 部より成る）の 目次を騰写版刷に

して 配布 したが ，本人が出席しな か っ た た め ， こ の 興味

あ る話を聞 くこ とが で きなか っ た 。

　 しか し， 今回 の 第 5 回会合は詳 しい 議事録が印刷 され

る予定だ か ら，活字とな っ た もの を読む こ とがで き る よ

うに なるで あろ う。

　なお ， 今回 の 会合は ， 最初は多少英語が使われたけれ

ども ， ドイ ソ譖が 話 され始めると ほ とん ど ドイ ツ語 に

な っ て しま っ た 。 Zajaczkowski 教授 が フ ラ ン ス 語 で

paper を 読ん だ ほか は ， ドイツ 語が圧倒的 で ，　 Sinor

教授 も会合 に 関す る い ろい ろな 注 意を英話で した後に ド

イ ツ語 で 繰返すとい う有様で，会合の 共通語 は ドイ ツ 語

だ と言 っ て もよい 状態を呈 した 。
1950年の 夏，パ ーク レ

イ で Ferdinand 　D．　Lessing 教授に お会い した と き，

「 ドイ ツ 語はもう世界語 で はな く，欧洲の 一国語 の 地位

に落ちた 」 と多少誇張 して 言われた こ とが あ っ た が，少

な くと もア ル タ イ学 に 関す る限りは当ち な か っ た 。 今回

は フ ラ ソ ス 人 の 参加がなか っ たが，我々 の分野の 国際会

議 で は，少な くとも英独仏露 の 4 ケ国語 の 会話が 自在 で

な い と不 自由なの で はな い か と思 っ た 。 そ れと同時に ，

　　　　　　　コ
秀れ た学者が，外国 語が 自由に 話せ な い た め に 国際会議

に 出席で きない の を残念 に思 う。

　 さ て ， 私自身の した こ とに つ い て も，お話 し して お く

必要 が あ ろ う。 confession の 番が廻 っ て きた とき，

護雅夫氏 ｝ζ 用意 して い た だ い た Trends 　in　 postwar

Japanese　historical　studies 　of 　the 　Altaic 　peoples

（大束百合子氏訳）を 30分 あまりかか っ て 朗読 した。す

ると直 ちに Pritsak 教授か ら，　 Ural−Altaische ／ahr ・

bdicherに そ の 原稿 を 頂きた い との 申入れが あ っ たが ，

Sinor 教授 が 議事録に 出す予定だ と 言われ た 。　 con −

fessionsが長 くかか っ た の と，　 contributions が多か

っ た の とで，各自の持時間が制 限され，ア ル タ イ諸言語

に 関す る 日 本の 研究 に つ い て の 私の 報告も，20分位で で

きな い か と尋ねられた 。 とこ ろ が ， 時間をはか っ て み る

と， 1 時間半位か かる 。 そ こ で ，や む な く，預 め 配布 し

た書名 ・論文名 ・研究者名などの プ リ ン トに つ い て 質問

を受け，そ れ に答える こ とに よっ て 責めをふ さ ぎた い と

考え る に到 っ た 。 その つ もりで 居 ると，は か らずも最後

の 日の 8 日の 午前 に ，時間の 制限な しで 報告 の 機会を与

え られ た。 私 の 報告は 1時間あまりの 間 に，極 め て簡略

に 明治以来 の 研究史を述ぺ た もの に 過 ぎ な い が ， 著書 ・

論文 の 名前を挙げるだけで な く，簡単で はあるが そ の 内

容を紹介するように 努力 した 。 た とえば ， r鶏林類事麗

言攷 』 （1925）の著者前間恭作は 朝鮮学の 泰斗で ，最近

r古鮮冊譜』 （1944，1966，1957） の 大著が 出版され た が，

こ の r麗言考』 は ， 1103年 に 日本 に来た孫穆の著 r鶏林

類事』 の高麗語を研究した もの で ，そ れ が朝鮮語 で ある

こ とを 明か に して い る 。 同氏 の r竜歌故 語 箋 』 （1924）

は r竜飛御天歌』 （1445） の 朝鮮譖 を註解 した もの だが，

著者は 15 世紀 の 中期朝鮮語が厳格な母音調和 （現代朝

鮮語 は そ の大部分を失 っ た）を有 した こ とを も発見 して

い る n 等々 。 報告を終ると直ち に，N ・Poppe 教授か ら

「こ れ ほ ど多量 の 研究が行わ れ て い る こ とを我 々 は知ら

なか っ た 。 同 じ方向に 向 っ て走 っ て い る汽車が隣に あ る

の を知らな か っ た よ うな もの だ 。 何 とか して それらの 研

究が我々 に 利用 で きる よ うに な らな い もの だ ろ うか 。」

とい う意味 の 発言が あり，K ．　H ・Menges 教授 も そ れ

に賛成され ， 日本語 の 著書 ・論文を組織的 に 英訳 して 出
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版す る計画を立 て ， それを実現する こ とが ，満場一致 で

要望 され た 。 そ の 昼休 の時間 に ，私 は Sinor 教授か ら

上 の 計画 の 具体化に つ い て の 相談を受けた 。宝
の 時，

Sinor 教授 は，日 本に 1 ケ月ほど滞在して何を翻訳すべ

き か の 相談を した い との 意向を明らか に された。我 々 は

何 とか それ が実現 で きる よ う努力 した い と思 う。

　 8 日 の 午后の 最後の ・ essi 。n で は ・
PIAC の 将来 に

つ い て の い ろい ろ な 決議が な され た 。 Sinor 教授が今

後 5年間 の Secretary　General に 選ばれた 。 来年 の

会合の開催地 の 第 1候補として Helsinki が 挙げられ，

Aalto 教授 が帰国後努力する こ とに な っ た 。 （将来 は東

京で も開かれ 得る こ と に つ い て の 言及 もあ っ た e ）また ，

ア ル タ イ学の 分野 で特に功績 の 著 しか っ た者 に対し，毎

年 1人ず つ メ ダ ル が 与 え られ る こ ととな り， その 選考

方法が議決され，選考委員 として Clauson ，　Heissig ，

Sinor，
　Zajaczkowski の 4 人が選ばれ た 。 その 前 に ，

選考委員が 自分 自身を選ぶ こ とが で きる か ど うか に つ い

て票決が行われ，選び得 な い こ ととな っ た が ， 選 び 得 る

とい う方に賛成の 票が 10 票 もあ っ た の は，印象的だ っ

た 。

　 そ の 他，十分討議する時間 は な か っ たが，自然科学や

社会科学の 分野 で 行われ て い る よ うな，著書 ・論文の

abstracting 　 service が提案 された。 第1 次計画 と し

て は，日本語 ， シ ナ語，トル コ 語，ベ ル シ ャ 語．朝鮮語 ，

ポ
ーラ ン 悟 ， フ ィ ン 語 ，

ハ ソ ガ リー語 で 斉か れ た もの

が対象 とな るが ， で きるだけ近い将来に ロ シ ヤ 語 ， ドイ

ツ藷，フ ラソ ス 語 ， 英語 で書か れた もの を も含ませ る ；

公刊の 方法は，Centrat　Asiatic ∫ournat の よ うな雑

誌に 掲載す る とい う従来の 方法 もある が ， 新 しい方法と

して は IBM の方式あるい は punch 　cards に よ る 方

式で ， 読者 が 自分 の 必要とす る部分を註文する ， と い う

や り方もある， など とい うの で ある 。 また，資料交換を

効果的 に で き る よ うに しよ うとい う提案もあ っ た 。 或研

究 目的 で 集めた資料が 不要 とな っ た り，近 い 将来に 使

わ な くな っ た場合，それを 必要とする colleague 　
or

groups 　of 　colleagues に 提供 し， 逆 に 自分の 必要 と

する もの の 堤供 を受け得る ように，こ の種の資料 の カー

，ドを作っ て それを公刊し， 資料交換の 制度を確立 しよ う

とい うの で ある。もしこ れが実現すれば ， すば らしい こ

とだ と思 うe

　 これを要する に ，PIAC の こ の 会合に 出席して ， 同

じ学問の 道 に 志す者の会合が如何に有意義 で 如何に 楽 し

い もの か と い うこ とを ， 身 に しみ て 感 じた 。 そ れは ， 政

治的 に 作 り出さ れた何 らか の 境界線 とか 国境を超え た，

とい うよ りは，そ ん なもの を問題 に しな い ，そ ん なもの

を度外視 した colleagues の 集りで ，そ れ に 参加する こ

との で きた 自分を非常に幸福 に感じた 。 こ の会合に 出席

で きな か っ た colleagues に は ， 特大の はがき に寄書

き を して 送 っ た が ， そ れ は Cleaves （米国），　 Ligeti

（ハ ン ガ リー），
Mostaert （米国）∫ Nasilov （ソ連邦），

Rintchen （蒙古）等で ， こ の顔 ぶ れか らも， こ の会の

学問的性格 の
一

端が うかが われ る 。 た だ，フ ラ ン ス の

Hambis の よ うな学者 の欠席が
一抹の 不安を与 え る が，

そ の 原因 に つ い て 問 い 質す こ とは しな か っ た 。 そ れが偶

然 に 起因す る もの で ， フ ラ ン ス の学者 の 不参加を意味す

　る の で はな い こ とを希望 し て や まな い 。

　　また，わが国 に おける，我々 の 専門 に関係 した学会と の

大きな違 い は ， 言語学 ・ 民族学 ・民俗学 ・歴史学 ・文献

学等 々 の 専門家 の ば らば らの寄り合い で は な く，い ろ い

　ろ な研究傾斜を持 っ た 学者たちが，親 しい colleagues

　として 大 きな 1 つ の 家族を形成するか の 観 の あ る こ と

　で ，従 っ て，こ れ ら諸分野相互 間の 知識め交流も円滑で ，

　全体的 に 見て学問 の 進歩 に 非常 に 好ま しい 条件を作り出

　し て い る こ とで あ っ た 。

　　政治的 ・学問的境界を学問の 世界 に お い て撤廃する こ

　そ，学問 の 進歩 に 最 も大切な条件で ある こ とは明らか で ，

　そ うい う無境界状態を観 念的に 考え る こ とは容易だが．

　実現は極度 に困難だ と思 っ て い た が ， こ の 会合に 出席 し

　て，大きい 希望を懐 くよ うに なっ た 。 （本協会々員 ・東

　大教授）
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